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1．はじめに 

  平成 30年 4月 9日 1時 32分頃島根県大田市で震度 5強の地震が発生した。揺れに飛

び起きテレビをつけると出雲では震度 5 弱の揺れが発生したとの報道であった。体感か

らすると震度 4程度と感じた。自治会の役柄から安否確認はしなかった。 

  気象庁の報道発表資料（4 月 9 日 3 時 40 分）を見ると 20 ページに及ぶ詳細な内容で

速報されていた。非常に興味が湧く資料である。 

  その後、伸縮計の設置位置確認のための現地踏査に携わり、被災状況に一定の特徴があ

るように感じた。つまり、路上のクラックは概ね東西方向に発生し、南側に向いた盛土斜

面で発生している。一方、地山部では凸状尾根部の西側斜面で崩壊が発生し、路上のクラ

ックの方向は南北方向であった。（地山が浅い盛土では、路上クラックは南北方向である） 

谷埋め盛土区間の業務も携わることができ、ワクワクした気持ちで学ぶことができた。

一考になればと思い紹介する。 

2．気象庁の報道発表資料について 

1）西北西-東南東方向の圧力軸を持つ横ずれ断層の理解 
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   図-1より横ずれ断層では、南側・北側斜面に張力が働く（慣性力）。 

 2）山陰地方の地震特徴 

 

 

 

   図-2、図-3より今までに山陰地方で発生した地震特徴を見ると、概ね南北方向に等間

隔で 4～5本の地震線が推定され、海岸線に直交している形になっている。また、大田

地震は、段々と海側に移行していることが解る。 

   島根県側は、プレートの影響は圧縮領域であり少ないと考えていたが、地すべり等の

圧縮領域で見られるような亀裂形状に類似している。 

3．文献資料から理解できたこと 

1）動的特性 

  地震波のエネルギーは波の伝わる速さと振幅の大きさによって決まるので、弾性波

伝播速度が小さい表土層・崖錐層・軟弱地盤・盛土などの軟らかい地盤ほど、速度が遅

くなるかわりに振幅が大きくなる。また、基盤岩から盛土内に入力した地震波は、反射・

回析により増幅され、切土と盛土の境界部や末端の薄い盛土の部分に大きな被害が生

じやすい。 

 2）地震に伴う斜面崩壊や地すべりの発生斜面の実態 

   過去の地震に伴う崩壊や地すべりの発生形態は、移動体の性状・地質構造・斜面勾配・

斜面基部の状態に応じて図-4のように整理されている。 
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   基盤上の表土層や強風化層などの表層崩壊は、地震動が増幅する尾根頂部の遷急線

付近で基盤との境界から発生しやすく、凸型斜面に多く発生する。これらは表層の肌落

ちや浅い崩壊が多いが、表土が厚い場合は地震動の影響をより受け易い。 

   緩んだ岩盤や浮石・転石などが分布する斜面では、岩盤崩壊や落石が発生しやすい。 

   岩盤・風化岩からなる流れ盤斜面の発生が多い。受け盤斜面でも概ね 35度以上の勾

配の急斜面から崩壊することが多い。 

   地震事例から概ね 200gal以上の加速度で地山が緩み、崩壊が発生し、500gal以上で

大規模な崩壊や地すべりが多発する傾向にある。 

       震度 5（強震）   80～250gal 

       震度 6（烈震）    250～400gal 

       震度 7（激震）   400gal以上 

 3）谷埋め盛土 

   近年、谷埋め盛土造成地では、大地震時に盛土底面をすべり面とする地すべりが発生

することが解ってきた。 

   「釜井ら」は、横断形状（幅／深さ比）、活動基準（底面傾斜／厚さ比）、形状年代、

谷の長軸方向、地下水の豊富さの 5つの要因を抽出して図-5に表している。 

図中のカテゴリースコアの大きさは、変動、非変動の結果に対する影響度を示してい

る。これにより、横断形状（幅／深さ比）が突出して大きな影響力を持っている。 
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   今回の地震の場合について求めると 

       被災幅W=50.0m  盛土深さ D=5.0m  基面傾斜θ＝17° 

     横断形状：50／5＝10 滑動基準：17／5＝3.4 形成年代：1975以降 

     谷の長軸方向：東北東－西南西 地下水位の豊富さ：少ない 

   図-5より、危険側と安全側の境界付近でやや危険側領域に位置すると推測される。 

 

 

  安定計算方法は、大地震を想定し水平震度 Kh=0.25 を一律に用いているが、実際に
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は震度によって変動の程度は異なる。1995年兵庫南部地震の事例では、震度 5強の変

動率 4％、震度 6弱の変動率 30％、震度 6強の変動率 35％であるとのこと。谷埋め盛

土の地震時地すべりは、概ね震度 6 以上で発生する現象と言え、全体の 40％の盛土が

変動したことから、造成盛土の半数近くが変動すると認識すべきとしている。（図-6） 

4）不飽和盛土体の液状化に対する懸念については、飽和度が 75％程度でも液状化状態に

なる。 

4．舗装掘削によるクラック調査 

 

 

 

 

 

 

 

  石灰注入水での確認は明瞭でない。調査は考古学的な視点での観察が必要と感じた。 

5．おわりに 

  鳥取西部地震の時は、被害状況が大きかったことや地震に対する知見もないことから

比較的割切って災害対策を行っていた。しかし、今回の災害は被害程度が小さいため、す

べりの正否に課題があり学ぶことが多かった。参考になれば有難いです。 
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・石灰水注入はクラック開口が小さいため

明瞭でないが、路盤工下端までは達してい

る。路床部は火山灰質砂質土で構成され、

クラック延長上が黒ずんでいる。 

・注入水の浸透は粘性土層までである。火

山灰砂質土層にはクラック延長上に剪断面

と推測され、周りの締り具合より弱くなっ

ている。段差が生じている部分はすべりに

よる剪断面が深い深度まで発生している。 


